


















































資料 2. 一般血液・尿検査結果 
 
＜血液＞ 
WBC 3890/μL（4000～8600）、RBC 382×10⁴ /μL（380～480）、 
Hb 11.6g/dl（12～16）、Ht 35.4%（35～43）、Plt 21.0×10⁴ /μL（15～35） 
 
＜生化学＞ 
TP 6.8g/dl（6.5～8.2）、Alb 3.9g/dl（3.8～5.1）、AST 26U/l（13～33）、ALT 16U/l（6～30）、γ-GTP 
19U/l（6～46） 
BUN 14.1mg/dl（8～20）、Cre 0.54mg/dl（0.48～0.79）、T-Cho 180mg/dl（120～219）、TG 114mg/dl、
F-Glu 89mg/dl（75～109）、 
Na 144mEq/l（135～145）、K 4.6mEq/l（3.4～4.9）、CL 107mEq/l（98～108）、Ca 8.5mg/dl(8.5～
9.9)、 
TSH 2.960μU/ml（0.380～4.300）、fT4  1.11ng/dl（0.94～1.60） fT3  3.01pg/ml（2.40～4.00） 
アンモニア 38μg/dl（12～66) 














改訂 長谷川式簡易知能評価スケール  
  （検査日： ◇年 △月 ○日）                        （検査者： 馬渕     ） 
氏 名： 熊猫 愛子 生年月日： X年 ○月 △日 年齢：  73歳 
性別 ： 男／女 教育年数（年数で記入）：   年 検査場所 ： 外来 
DIAG： （備考） 
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満点３０点 ２０点以下 痴呆 ２１点以上 非痴呆  
合計点数 
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課題シート
2012-B4-T2-6
パンダと私
シート4
熊猫さんは検査の結果説明を受け、担当医師から「アルツハイマー型認知症」と病名を告げられました。そし
て、この後の治療と、生活上のアドバイスや福祉制度について聞きました。水泳も、昔世話をした動物たちの
絵手紙を描くのも、よいことだと、医師は話してくれました。 
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あれから１０年。熊猫さんは、特別養護老人ホームで暮らしています。食事、トイレ、着替えなど、日常生活
動作の多くに介護が必要な熊猫さんにとって、介護の専門スタッフはなくてはならない存在です。時々、家族
が面会に訪れます。いつもはぼんやりとすごしている熊猫さんですが、家族が来ると笑顔になります。
今日は孫の好子さんに車椅子を押されて動物園に来ました。いくつもの動物たちの前を過ぎ、パンダ舎の前ま
で来た時、熊猫さんが体を動かし、いつもよりも目を見開きました。熊猫さんはじっと前を見て、ゆったりと
微笑みました。「おばあちゃん、やっぱり、パンダ憶えてるのね。」好子さんが熊猫さんに言いました。
「力力(リーリー)、真真（シンシン）」　
熊猫さんがパンダたちの世話をしていた頃と同じ、柔らかな優しい声でした。熊猫さんはまたちょっと微笑ん
でいるようでした。
